
東京都
F i l e  N o. 04

2021年度
(2020年実施)

2022年度
(2021年実施)

2023年度
(2022年実施)

2024年度
(2023年実施)

2025年度
(2024年実施)

受験者数 9,265 8,533 7,911 7,948 8,570
採用予定者数 2,905 2,640 2,865 3,475 3,940

▼︎�受験者数等推移

求める教員像

１．教育に対する熱意と使命感を持つ教師　・子供に対する深い愛情　・教育者としての責任感と誇り　・高い
倫理観と多様性に配慮した人権意識　　２．豊かな人間性と思いやりのある教師　・温かい心，柔軟な発想や
思考，創造性　・幅広いコミュニケーション能力　　３．子供のよさや可能性を引き出し伸ばすことができる
教師　・常に学び続ける意欲　・一人一人のよさや可能性を見抜く力　・教科等に関する高い指導力　　４．
組織人として積極的に協働し互いに高め合う教師　・経営参画への意欲，協働性　・高い志とチャレンジ精神
・自他の安全を守る危機管理力

出願期間 公開日　３月21日（金）　電子申請　４月１日（火）10:00～５月８日（木）18:00

試験日程
１次試験　試験日　７月６日（日）　　合格発表日　８月５日（火）
２次試験　試験日　面接：８月16日（土）～18日（月）の指定した１日　実技：８月24日（日）
　　　　　合格発表日　９月30日（火）

年齢制限 昭和61年４月２日以降に生まれた者。ただし，特例選考①～⑥対象者は昭和39年４月２日以降に生まれた者

募集教科

［小］小学校全科，小学校全科（英語コース）　［中高］国語，社会（地理歴史），社会（公民），数学，理科（物理，
化学，生物，地学），英語，音楽，美術　［小中］理科，音楽，美術（図画工作）　［小中高］家庭，家庭（調理），
保健体育　［中］技術　［高］情報，商業，工業（機械系，電気系，化学系，建築系，工芸系），農業（園芸系，
食品系，畜産系），福祉，水産，水産（航海）　［特］（小）（中）技術（中高）国語，社会，数学，理科，英語，保
健体育（小中高）音楽，美術，家庭（理療）（自立活動）聴覚障害，肢体不自由　［養］

特記事項

■特例選考　①国公立の正規任用教員経験者　１次の教職を免除。②東京都公立学校の正規任用教員経験者　
１次の教職を免除。③カムバック採用　１次を免除。④国公立の臨時的任用教員等経験者　１次の教職を免除。
⑤令和７年度名簿登載者，令和６年度名簿登載者，令和７年度期限付任用教員名簿登載者　１次を免除。⑥社会
人経験者　免許を保有しない者の受験制度あり。⑦スポーツ・文化・芸術分野で優秀な実績を有する者　１次の教
職を免除。■特別選考　⑴東京教師養成塾生を対象とした特別選考　［小・特］志願者で令和６年11月開講塾生は，
１次を免除。実技は［特］英語志願者のみ。⑵国際貢献活動経験者特別選考　①青年海外協力隊等経験者　規定
の要件を満たす者は，１次の教職を免除。②在外教育施設等経験者　［小］志願者で規定の要件を満たす者は，１次
の教職を免除。■大学推薦　１次の教職を免除。■大学３年生前倒し選考　現在大学３年生等で規定の要件を満
たす者は，１次の教職・専門を前倒し受験可能。■３年生前倒し通過者選考　令和６年度実施の前倒し選考通過者
は，１次の教職・専門を免除。■キャリア採用選考　過去に正規任用教員として一定のキャリアを有する教員経験
者を，採用時に「主任教諭」として任用。選考区分ごとの試験科目に加え，キャリア論文選考（別日程）がある。

新規情報

■地方会場　１次試験に宮城・大阪・福岡会場あり。■３年生受験　全校種対象。■奨学金返還支援　10
年間で奨学金返還総額の1/2を支援。■初任給　大卒（小中高）約304,100円（特別支援学校）約
320,100円（教職調整額，地域手当，義務教育等教員特別手当等含む）。■初任者研修　若手教員育成研
修を実施。採用から３年間で系統的・段階的に教員としての基礎的・基本的な知識・技能を身に付けた教員
を育成。■臨時的任用教員　正規教員向け研修の受講を可能としている。■へき地／離島／寒冷地勤務　
勤務の可能性はある。■懲戒処分の指針　非違行為の代表的な事例とその標準的な処分量定，処分の公表
基準等をHPで記載。

面　積 2,200 ㎢
人　口 14,281,897人
都の花 ソメイヨシノ
都の木 イチョウ
都の鳥 ユリカモメ

小学校 中学校 高等学校

いじめ（件） 63,438 7,301 328

不登校（人） 13,481 20,718 7,215

▼�令和５年度　問題行動調査でのいじめの
　認知件数と不登校児童・生徒数
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2026年度（2025年実施） 筆記試験DATA

　東京都では毎年，五択形式で教職教養のほぼ全て

の分野からまんべんなく出題されており，こうした

傾向は今年度も同じであった。

　学習指導要領は幅広い領域から出題されており，

今年度は総則に関する問題が出題された。

　教育原理（特別支援教育，人権教育，情報教育等）

のうち，特別支援教育では個別の教育支援計画等の

理解を問う問題がみられた。人権教育では「人権教

育の指導方法等の在り方について［第三次とりまと

め］」（2008年）に関する問題が出題された。情報

教育では，「教育の情報化に関する手引（追補版）」

（2020年）を問う問題が出題された。

　生徒指導は幅広い領域から出題されており，今年

度は「生徒指導提要」（2022年）から「第1章 生徒

指導の基礎」に関する問題が出題されたほか，「誰

一人取り残されない学びの保障に向けた不登校対策

（COCOLOプラン）」（2023年）等も出題された。

　教育時事では東京都の教育事情が必出であり，今

年度は「東京都教育振興基本計画 東京都教育ビジ

ョン（第5次）」（2024年）が出題された。国レベル

では「令和5年度 文部科学白書」（2024年）が出題

された。

　教育法規では，必出の地方教育行政の組織及び運

営に関する法律，地方公務員法（服務），学校教育

法，頻出の教育基本法，学校教育法施行規則が出題

された。このほか，教育公務員特例法や教育職員免

許法等の理解を問う問題もみられた。

　教育心理では心理学の人物（アドラー，ウェクス

ラー，エリクソン，エビングハウス等），人格（ビッ

グ・ファイブ），動機づけ（学習性無力感，アンダ

ーマイニング効果等），教育評価（ハロー効果，中

心化傾向等）についての問題がみられた。重要人

物・理論を幅広く押さえることが必要である。

　教育史では例年，西洋・日本を問わずさまざまな

時代の人物名とその思想上の特色の理解が問われて

いる。今年度は，西洋教育史からロックやライン，

コンドルセ等が出題されたほか，ペーターゼンの提

唱したイエナ・プランを問う問題が出題されている。

▶教育時事で必出の東京ご当地問題
▶法規は地教行法，地方公務員法（服務），学校教育法等
▶教育心理で要注意の発達理論

＊「地域」には「教育時事」も含まれる。
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